
Title 言語と行為の臨界 :
米国におけるポルノグラフィー規制条例違憲論の帰趨

Sub Title Blurring the boundary of speech and conduct : consequences of
constitutional debates over regulating pornography in America

Author 菅谷, 麻衣(Sugaya, Mai)
Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科内『法学政治学論究』刊行会

Publication
year

2014

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu :
Journal of law and political studies). Vol.103, (2014. 12) ,p.69- 102 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10086101-20141215-0069

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


言語と行為の臨界

69

一
　
は
じ
め
に

二
　
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例

　
㈠
　
わ
い
せ
つ
物
規
制
か
ら
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
へ

　
㈡
　
条
例
と
言
論
／
行
為
二
分
論

三
　
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
に
対
す
る
司
法
判
断

　
㈠
　
第
一
審
判
決

　
㈡
　
控
訴
審
判
決

　
㈢
　
判
決
の
分
析

四
　Chaplinsky

事
件
判
決
と
ゼ
カ
ラ
イ
ア
・
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
所
説

　
㈠
　Chaplinsky

事
件
判
決
脚
注
四
・
五
と
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー

　
㈡
　
言
論
・
行
為
・
有
害
性

五
　
今
後
の
課
題

 

菅

谷

麻

衣

言
語
と
行
為
の
臨
界

―
米
国
に
お
け
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
違
憲
論
の
帰
趨

―



法学政治学論究　第103号（2014.12）

70

一
　
は
じ
め
に

　
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
は
言
論
（speech

）
と
行
為
（conduct

）
の
区
分
と
い
う
問
題
設
定
に
長
い
間
囚
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

言
論
と
行
為
を
区
分
す
る
と
い
う
お
よ
そ
不
可
能
と
も
思
わ
れ
る
こ
の
問
題
設
定
に
は
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
言

語
哲
学
者
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（John L. Austin

）
が
言
語
行
為
論
（speech acts theory

）
を
唱
え
、
言
語
と
行
為
の
区
分
を
相
対
化
し
た

よ
う（
1
）に、

言
論
と
行
為
の
区
分
と
い
う
問
題
設
定
自
体
が
と
も
す
る
と
無
意
味
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
、speech

と
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
話
す
内
容
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
話
す
と
い
う
行
為
自
体
を

意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、O

xford English D
ictionary

を
見
る
と
、speech

の
項
目
の
最
初
の
説
明
に
は 

“The act of 

sp e

（
2
）

aking

” 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
辞
書
的
な
意
味
合
い
に
お
い
て
、speech

は
ま
ず
言
語
を
発
す
る
「
行
為
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
お
り
、

確
か
に
言
語
で
あ
る
と
同
時
に
行
為
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、speech

か
ら
敢
え
て
「
行
為
」
を
切
り
離
す
と
い
う
発
想
が
ア
メ
リ
カ
判
例
法
理
に
は
存
在
す
る
。
そ
の
発
祥
は

定
か
で
は
な
い
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
判
例
法
理
に
は
既
に
こ
の
「
言
論
」
と
「
行
為
」
を
区
分
す
る
発
想
が
存
在
し
た
よ
う

で
あ（
3
）る。

た
と
え
ば
、
ボ
リ
ン
ジ
ャ
ー
（Lee C. Bollinger
）
は
、
扇
動
罪
処
罰
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
たAbram

s v. U
nited States

事

件
連
邦
最
高
裁
判
決
の
ホ
ー
ム
ズ
判
事
（O

liver W
endell H

olm
es, Jr.

）
の
反
対
意（
4
）見で
は
、
言
論
保
護
の
た
め
に
、
言
論
と
行
為
を
両

極
に
対
置
し
て
、
言
論
が
行
為
に
近
づ
く
ほ
ど
に
そ
の
規
制
を
許
容
す
る
と
い
う
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
す（
5
）る。

こ
の
指
摘
が
正

し
い
の
で
あ
れ
ば
、
扇
動
罪
を
め
ぐ
る
古
典
的
な
刑
法
理
論
に
お
い
て
、
言
論
と
行
為
を
区
別
す
る
発
想
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
他
方
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
の
文
言
に
つ
き
、「
言
論
（speech

）」
で
あ
る
限
り
無
条
件
に
保
護
さ
れ
る
と
い

う
絶
対
主
義
的
解
釈
（absolut

（
6
）

ism

）
に
立
つ
場
合
、the act of speaking

に
対
す
る
制
限
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
「
言
論
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（speech

）」
以
外
の
類
型
に
落
と
し
込
む
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
、「
行
為
（conduct

）」
と
い
う
類
型
を
創
設
し
、the act of 

speaking

を
「
行
為
」
と
み
な
し
得
る
場
合
に
そ
れ
に
対
す
る
規
制
を
許
容
す
る
と
い
う
理
論
も
古
く
か
ら
存
在
す（
7
）る。

こ
れ
は
、
扇

動
罪
処
罰
の
正
当
化
を
超
え
て
、
よ
り
一
般
的
に
、
修
正
一
条
の
保
護
領
域
を
画
定
し
よ
う
と
す
る
理
論
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
ま
た
言

論
と
行
為
を
区
別
す
る
発
想
が
確
認
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
「
言
論
（speech

）」
と
「
行
為
（conduct

）」
を
区
分
し
、
修
正
一
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る

「
言
論
」
と
そ
の
対
極
に
制
限
可
能
な
「
行
為
」
を
対
置
す
る
理
論
が
存
在
し
て
お
り
、
旧
く
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
そ
の
嚆
矢
を
確
認
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
は
、
一
般
に
、
言
論
／
行
為
二
分
論
（speech / conduct distinction, speech / conduct dichotom

y

）
と
呼
ば

れ
て
い（
8
）る。
た
だ
し
、
言
論
／
行
為
二
分
論
と
い
う
場
合
、
典
型
的
に
は
、
言
論
と
行
為
の
区
分
に
基
づ
い
て
修
正
一
条
の
保
護
領
域
を

画
定
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
前
に
紹
介
し
た
ふ
た
つ
の
う
ち
後
者
の
理
論
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ（
9
）る。

ブ
ラ
ッ
ク
判
事

（H
ugo L. Black

）
や
エ
マ
ス
ン
（Thom
as I. Em

erson

）
が
一
九
六
〇
年
頃
か
ら
か
か
る
理
論
を
提
唱
し
た
こ
と
に
よ
っ
）
10
（
て
、
こ
れ
が
言

論
／
行
為
二
分
論
の
典
型
例
と
し
て
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
・
学
説
に
お
い
て
言
論
／
行
為

二
分
論
は
か
な
り
の
存
在
感
を
も
っ
て
現
在
ま
で
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
）
11
（
う
。

　
も
っ
と
も
、
象
徴
的
言
論
（sym

bolic speech

）
の
よ
う
に
「
言
論
」
と
も
「
行
為
」
と
も
容
易
に
は
判
断
で
き
な
い
表
現
類
型
を
考

慮
す
る
と
き
、
こ
の
二
分
論
の
有
用
性
は
疑
わ
し
い
も
の
と
な
）
12
（

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
種
々
の
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
今
な
お
こ
の
二
分

論
の
影
響
力
は
無
視
で
き
ず
、
現
代
の
論
者
に
よ
る
注
目
す
べ
き
論
稿
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
）
13
（
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
言
論
／

行
為
二
分
論
が
未
だ
ア
メ
リ
カ
判
例
法
理
に
通
奏
低
音
と
し
て
存
在
し
続
け
る
の
は
、「
言
論
」
に
対
立
す
る
概
念
と
し
て

―
保
護
さ

れ
る
言
論
に
対
し
て
端
的
に
「
保
護
さ
れ
な
い
言
論
（unprotected speech
）」
を
対
置
す
る
の
で
は
な
く

―
「
行
為
（conduct

）」
が

措
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
何
か
特
別
な
理
由
が
あ
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。「
言
論
」
と
「
行
為
」
と
い
う
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
と
も

思
わ
れ
る
区
分
が
何
故
敢
え
て
行
わ
れ
た
の
か
。
そ
の
真
の
問
題
設
定
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。
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本
稿
で
は
、
以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
一
九
八
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
で
成
立
し
た
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

規
制
条
例
を
め
ぐ
る
議
論
を
素
材
に
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
さ
に
こ
の
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
こ
そ
が
「
言

論
」
と
「
行
為
」
を
区
分
す
る
と
い
う
憲
法
論
を
再
び
表
舞
台
に
立
た
せ
、
言
論
／
行
為
二
分
論
の
現
代
的
な
意
義
を
問
い
直
す
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
　
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例

㈠
　
わ
い
せ
つ
物
規
制
か
ら
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
へ

　
従
来
、
性
を
題
材
と
し
た
表
現
物
（
以
下
、
性
表
現
物
と
呼
ぶ
）
の
う
ち
刑
法
上
の
規
制
対
象
と
な
っ
て
き
た
も
の
の
多
く
は
、「
わ
い

せ
つ
物
」（obscenity

）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
で
成
立
し
た
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
規
制
条
）
14
（

例
は
、
従
来
の
「
わ
い
せ
つ
物
」
規
制
と
は
似
て
非
な
る
規
制
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
早
く
も
一
八
一
五
年
のCom

m
onw

ealth v. Sharpless

事
件
判
）
15
（
決
で
、「
裁
判
所
は
公
共
道
徳
の
守
護
者

（guardians of the public m
orals

）」
で
あ
り
、
わ
い
せ
つ
物
規
制
の
処
罰
根
拠
は
「
道
徳
の
破
壊
（the corruption of m

）
16
（

orals

）」
に
あ
る

と
判
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
長
ら
く
わ
い
せ
つ
物
規
制
の
主
た
る
根
拠
は
性
道
徳
の
維
持
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で

あ
る
マ
ッ
キ
ノ
ン
（Catharine A. M

acKinnon

）
と
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
（Andrea R. D

w
orkin

）
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

規
制
条
例
の
根
拠
は
、
性
表
現
物
が
女
性
に
も
た
ら
す
「
害
悪
（harm
）」
に
あ
っ
た
。
マ
ッ
キ
ノ
ン
＝
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
は
、
従
来
の
わ

い
せ
つ
物
規
制
に
お
い
て
は
、
性
道
徳
の
維
持
が
そ
の
主
た
る
根
拠
と
な
っ
て
お
り
、「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
害
者
と
し
て
の
女
性

の
救
済
」
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
と
批
判
し
、
従
来
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
性
表
現
物
が
も
た
ら
す
女
性
に
対
す
る
様
々
な
害
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悪

―
暴
行
・
虐
待
の
誘
発
、
社
会
的
地
位
の
低
下
、
ひ
い
て
は
社
会
進
出
へ
の
影
響

―
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
害
悪

の
防
止
を
目
的
と
し
た
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
を
構
想
し
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
の
条
例
も
、
こ
の

マ
ッ
キ
ノ
ン
＝
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
の
一
つ
で
あ
）
17
（
る
。
こ
の
条
例
は
、
性
表
現
物
規
制

を
め
ぐ
る
議
論
の
争
点
を
道
徳
か
ら
有
害
性
（
と
り
わ
け
、
そ
の
女
性
差
別
的
効
果
）
へ
移
行
し
た
点
に
お
い
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
「
法

と
道
徳
の
峻
別
」
と
い
う
近
代
法
の
大
原
則
か
ら
、
わ
い
せ
つ
物
規
制
を
批
判
し
た
ヘ
ン
キ
ン
（Louis H

enkin

）
の
議
論
（「
罪
（sin

）」

か
ら
「
犯
罪
（crim

e
）」
へ
）
を
受
け
継
い
で
お
り
、
あ
る
種
の
リ
ベ
ラ
ル
な
伝
統
に
立
つ
も
の
で
あ
）
18
（
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
条
例

は
リ
ベ
ラ
ル
を
自
認
す
る
者
た
ち
に
必
ず
し
も
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
）
19
（

い
。
こ
の
こ
と
は
条
例
の
内
容
と
構
造
に
密
接

に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
次
に
条
例
を
概
観
し
て
み
た
い
。

㈡
　
条
例
と
言
論
／
行
為
二
分
論

　
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
の
最
大
の
特
徴
は
、
立
法
事
実
と
し
て
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（pornography

）
を
差
別
行
為

（discrim
inatory practice

）
で
あ
る
と
認
定
す
る
点
に
あ
る
。
条
例
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
性
別
に
基
づ
く
差
別
行
為
（discrim

inatory practice

）
で
あ
り
、
社
会
に
お
け
る
女
性
の
平
等
な
機
会
を
奪
う
。
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
差
別
の
根
拠
と
し
て
性
別
を
作
り
上
げ
、
か
つ
、
そ
れ
を
維
持
す
る
（creating and m

aintaining sex as a basis for 

discrim
ination

）
中
核
を
な
し
て
い
る
。
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
性
別
に
基
づ
く
、
搾
取
と
従
属
の
制
度
的
な
行
為
で
あ
り
、
女
性
に
差
別
的
な
被

害
を
も
た
ら
す
（differentially harm

s w
om

en

）。
そ
の
根
強
い
差
別
と
侮
蔑
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
助
長
す
る
攻
撃
的
な
行
為
と
あ
い
ま
っ
て

次
の
被
害
を
生
じ
さ
せ
る
。
雇
用
、
教
育
、
公
共
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び
そ
の
利
用
、
並
び
に
、
不
動
産
の
取
得
に
関
す
る
権
利
を
女
性
が
平
等
に

享
受
す
る
機
会
を
妨
げ
る
。
強
姦
、
暴
行
、
虐
待
、
児
童
誘
拐
、
並
び
に
、
売
春
を
増
進
し
、
そ
の
よ
う
な
行
為
に
対
す
る
法
の
公
正
な
執
行
を
妨
げ
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る
。
特
に
、
女
性
が
完
全
に
市
民
権
を
行
使
し
、
地
域
活
動
を
含
む
公
的
生
活
に
参
与
す
る
こ
と
を
著
し
く
制
限
す
る
こ
と
に
寄
与
す
）
20
（
る
。」（
強
調
筆

者
）

　
こ
の
規
定
は
か
な
り
議
論
の
余
地
の
あ
る
こ
と
を
さ
ら
っ
と
い
っ
て
の
け
て
い
る
。
こ
の
引
用
箇
所
の
後
半
部
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
条
例
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
っ
て
、
女
性
に
対
す
る
差
別
意
識
が
生
産
・
助
長
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
女
性
の
社
会
的
な
地
位

が
低
下
す
る
と
い
う
害
悪
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
認
定
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
女
性
を
貶
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
有
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
「
言
論

0

0

（speech

）」
と
し
て
ま
さ
に
修
正
一
条
の
保
護
領
域
に
属
す
る
は
ず
で
あ
り
、
通
常
で
あ
れ
ば
、
言

論
規
制
に
対
す
る
厳
格
な
審
査
を
ク
リ
ア
し
な
い
限
り
、
そ
れ
を
規
制
す
る
条
例
は
違
憲
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
効

い
て
く
る
の
が
こ
の
引
用
箇
所
の
前
半
部
の
記
述
で
あ
る
。
条
例
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
女
性
に
差
別
的
な
害
悪

0

0

0

0

0

0

を
も
た
ら
す
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
を
「
差
別
行
為
（discrim

inatory practice

）」
で
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
脱
「
言
論
」

化
し
、
言
論
規
制
に
対
す
る
厳
格
な
審
査
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
表
現
物
で
あ
る
と
理
解

さ
れ
て
い
る
た
）
21
（
め
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
差
別
行
為

0

0

で
あ
る
と
認
定
し
た
ま
さ
に
こ
の
点
が
条
例
の
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
条
例
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
何
と
か
差
別
行
為
で
あ
る
と
認
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
条
例
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ

る
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
に
ど
の
よ
う
な
性
表
現
物
が
該
当
す
る
の
か
を
列
挙
し
た
規
定
で
は
、
ま
さ
に
差
別
行
為
と
い
う
に
相
応
し

い
性
表
現
物
が
羅
列
し
て
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
、
図
画
で
あ
る
か
言
葉
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
性
的
に
あ
か
ら
さ
ま
な
女
性
の
従
属
（the graphic sexually 

explicit subordination of w
om

en

）
を
写
実
的
に
描
い
た
作
品
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
次
の
描
写
を
一
つ
以
上
含
む
作
品
を
意
味
す
る
。

　
⑴ 

　
女
性
が
苦
痛
、
屈
辱
を
楽
し
む
性
的
対
象
物
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
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⑵ 

　
女
性
が
強
姦
さ
れ
る
こ
と
に
性
的
喜
び
を
感
じ
る
性
的
対
象
物
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
⑶ 

　
女
性
が
縛
ら
れ
、
切
り
つ
け
ら
れ
、
手
足
を
も
ぎ
取
ら
れ
、
あ
ざ
を
つ
け
ら
れ
、
肉
体
的
に
痛
め
つ
け
ら
れ
る
性
的
対
象
物
と
し
て
、
又
は
、

手
足
を
切
断
さ
れ
、
頭
部
を
切
り
取
ら
れ
、
断
片
化
さ
れ
、
身
体
の
各
部
位
に
分
断
さ
れ
た
形
で
、
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
⑷ 
　
女
性
が
物
、
動
物
に
よ
り
貫
通
さ
れ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
⑸ 

　
女
性
が
堕
落
、
傷
害
、
虐
待
、
拷
問
の
筋
書
き
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
状
況
を
性
的
な
も
の
と
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
汚
く
劣
っ
た
存
在
と
し
て

示
さ
れ
、
血
を
流
し
、
あ
ざ
を
つ
け
ら
れ
、
痛
め
つ
け
ら
れ
た
形
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
⑹ 

　
女
性
が
支
配
、
征
服
、
暴
行
、
搾
取
、
所
有
、
使
用
の
た
め
の
性
的
対
象
物
と
し
て
、
又
は
、
隷
属
、
服
従
、
陳
列
の
姿
態
な
い
し
姿
勢
が
与

え
ら
れ
た
形
で
、
描
写
さ
れ
て
い
）
22
（

る
。」

　
こ
の
定
義
の
下
で
は
、
単
に
性
的
に
あ
か
ら
さ
ま
な
描
写
が
含
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
女
性
差
別
的
な
描
写
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
例
の
下
で
は
、
一
般
的
な
意
味
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
全
て
が
規
制
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
実
は
こ
の
点
が
後
述
す
るH

udnut
事
件
控
訴
審
判
）
23
（
決
で
問
題
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
程
詳
し
く
説
明

し
た
い
と
思
う
。

　
さ
て
、
条
例
は
こ
の
よ
う
な
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
定
義
を
前
提
に
し
て
、
①
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
製
作
・
販
売
な
ど
、
②
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
へ
の
出
演
の
強
制
、
③
望
ま
な
い
者
に
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
強
制
的
に
見
せ
る
行
為
、
④
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
た
者
に
よ
る
暴
行
脅
迫
を
違
法
と
し
、
条
例
の
定
め
る
例
外
に
当
た
ら
な
い
限
り
、
被
害
者
が
行
政
的
・
民
事
的
な
救
済
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
条
例
の
構
造
を
見
る
限
り
、
条
例
は
差
別
行
為
規
制
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
差
別
行
為
と
し
て
認
定
し
よ
う
と
す
る
背
景
に
は
、
言
論
と
行
為
を
区
分
し
、
両
者
に
異
な
る
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憲
法
的
な
保
護
を
与
え
よ
う
と
す
る
言
論
／
行
為
二
分
論
が
控
え
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
）
24
（
が
、
起
草
者
の
一
人
で
あ
る
マ
ッ
キ
ノ
ン
は
必

ず
し
も
そ
う
は
考
え
て
い
な
い
。
端
的
に
い
う
と
、
マ
ッ
キ
ノ
ン
は
言
論
／
行
為
二
分
論
に
対
し
て
あ
る
種
矛
盾
す
る
と
も
い
え
る
態
度

を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ッ
キ
ノ
ン
は
「
言
論
と
行
為
の
区
別
（the distinction betw

een speech and cond

）
25
（uct

）」
を
「
修
正
第
一

条
の
泥
沼
（First Am

endm
ent b

）
26
（og

）」
と
呼
び
、「
ほ
と
ん
ど
の
行
為
は
行
動
的
で
あ
る
と
同
時
に
表
現
的
で
あ
る
。
言
葉
は
、
行
為
と

は
切
り
離
さ
れ
た
精
神
活
動
の
媒
体
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
し
ば
し
ば
、
行
為
そ
の
も
の
で
あ
）
27
（

る
。」
と
述
べ
、
い
た
ず
ら
に
「
言

論
」
と
「
行
為
」
を
切
り
離
し
、「
言
論
」
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
絶
対
主
義
者
を
批
判
す
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
マ
ッ
キ
ノ
ン
は

言
論
／
行
為
二
分
論
を
採
ら
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
「
行
為
（act

）」
に
類
似
し
て
い

る
か
ら
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
）
28
（
る
。
結
局
、
マ
ッ
キ
ノ
ン
は
言
論
／
行
為
二
分
論
を
批
判
し
な
が
ら
も
、「
言

論
」
と
「
行
為
」
の
区
分
と
い
う
そ
の
問
題
設
定
の
下
に
論
を
進
め
る
の
で
あ
）
29
（

る
。

　
以
上
の
事
情
を
鑑
み
た
と
き
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
は
言
論
／
行
為
二
分
論
に
依
拠
し
て
成
立
し
た
と
簡
単
に
断
ず
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
条
例
を
き
っ
か
け
に
、
言
論
／
行
為
二
分
論
が
司
法
判
断
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
、
そ
の
現
代
的
意

義
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
）
30
（
る
。

三
　
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
に
対
す
る
司
法
判
断

　
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
に
対
す
る
司
法
判
断
は
、
一
九
八
四
年
に
始
ま
るAm

erican Booksellers v. H
udnut

事
件
に
か
か

る
諸
判
）
31
（
決
の
中
で
下
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
同
年
に
成
立
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
条
例
に
対
し
て
、
出
版
業
者
・
販
売
業
者
な
ど

が
そ
の
執
行
の
差
し
止
め
を
求
め
て
連
邦
裁
判
所
に
提
訴
し
た
事
件
で
あ
る
。
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㈠
　
第
一
審
判
決

　
第
一
審
判
決
を
執
筆
し
た
バ
ー
カ
ー
判
事
（Sarah Evans Barker

）
は
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
が
言
論
な
の
か
、
行
為
な
の
か
を
問

題
に
し
、
そ
れ
が
修
正
一
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
「
言
論
（speech

）」
に
含
ま
れ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
条
例
の
合
憲
性
を
判
断
し

て
ゆ
く
。

　
ま
ず
、
バ
ー
カ
ー
判
事
は
、
行
為
規
制
と
し
て
立
法
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
本
件
条
例
に
つ
き
、「
条
例
は
言
論
を
規
制
す
る
の
か
、
行

為
を
規
制
す
る
の
か
（
内
容
か
、
行
為
か
）（D

o the O
rdinances regulate speech or behavior 

（content or cond

）
32
（uct

））」
と
い
う
問
い
を
立

て
る
。
こ
の
問
い
は
本
件
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
憲
法
条
項
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
被
告
で
あ
る
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
単
な
る
行
為
で
は
な
く
、
女
性
に
対
す
る
差
別

0

0

行
為
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
た
め
、
本

件
は
修
正
一
四
条
の
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ー
カ
ー
判
事
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
実
態

―
女
性
に
対
す
る
害
悪
の
有
無
、
そ
の
社
会
的
影
響
力
の
強
弱 

等

―
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
条
例
の
文
言
そ
れ
自
体
か
ら
、
本
件
を
表
現
の
自
由
の
問
題
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
条
例
で
用
い
ら
れ
て 

い
る
次
の
文
言
、
す
な
わ
ち
、「
描
写
さ
れ
（depicted
）」「
図
画
で
あ
る
か
、
言
葉
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
（w

hether in pictures or  

in w
ords

）」「
提
示
さ
れ
（are presented

）」
な
ど
を
挙
げ
て
バ
ー
カ
ー
判
事
は
、「
有
害
な
行
為

0

0

（harm
ful action

）
と
し
て
攻
撃
的
な

言
論

0

0

（offensive speech

）
を
再
定
義
し
よ
う
と
し
て
い
る
被
告
の
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
の
明
確
な
言
葉
遣
い
（w

ording

）
は

被
告
が
言
論
（speech

）
を
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
）
33
（
る
」（
傍
点
筆
者
）
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
断

に
よ
っ
て
、
本
件
は
表
現
の
自
由
の
問
題
と
し
て
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
バ
ー
カ
ー
判
事
が
依
拠
し
た
の
が
類
型
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（a lim

ited categorical approach

）
で
あ
る
。
こ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
修
正
一
条
の
保
護
領
域
を
画
定
す
る
た
め
に
、
予
め
保
護
か
ら
除
外
さ
れ
る
言
論
類
型
を
決
め
て
お
き
、
問
題
と
な
っ
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て
い
る
言
論
が
そ
の
類
型
に
該
当
し
さ
え
す
れ
ば
、
他
の
利
益
を
衡
量
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
言
論
に
対
す
る
修
正
一
条
の
保
護
を
剝
奪

す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
排
除
さ
れ
る
の
は
、
わ
い
せ
つ
、
名
誉
毀
損
、
喧
嘩
言
葉
等
の
長
期
に
わ
た
っ

て
判
例
法
上
、
修
正
一
条
の
保
護
か
ら
除
外
さ
れ
て
き
た
類
型
で
あ
る
（
一
般
的
に
「
低
価
値
言
論
（low

 value spe

）
34
（

ech

）」
な
い
し
「
保
護
さ

れ
な
い
言
論
（unprotected spee

）
35
（ch

）」
と
呼
ば
れ
る
）。
こ
れ
ら
の
言
論
類
型
は
修
正
一
条
の
射
程
外
に
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
時
に
修
正
一

条
の
「
言
論
（speech

）」
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
類
型
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
被
告
の
主
張
に
は
一
定
の
接
点
が
存
在

す
る
。
被
告
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
言
論
で
は
な
く

0

0

0

0

、
差
別
行
為
と
お
く
こ
と
に
よ
り
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
類
型
的
に
排
除
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
憲
法
的
保
護
か
ら
除
外
さ
れ
る
理
由
が
必
要
と
な
る
。
低
価
値
言
論
を
排
除
す
る

実
質
的
な
規
制
根
拠
を
見
つ
け
出
し
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
も
そ
れ
が
当
て
は
ま
る
こ
と
を
論
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
告
は
、

一
九
四
二
年
のChaplinsky v. N

ew
 H

am
pshire

事
件
連
邦
最
高
裁
判
）
36
（

決
を
低
価
値
言
論
一
般
の
先
例
と
捉
え
、
こ
の
判
決
を
使
っ
て
、

低
価
値
言
論
の
実
質
的
な
規
制
除
外
根
拠
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
た
。
被
告
が
依
拠
し
たChaplinsky

事
件
判
決
の
有
名
な
判
示
部
分

を
掲
げ
る
。

「
修
正
一
四
条
の
文
言
、
及
び
、
目
的
を
広
範
に
認
め
た
と
し
て
も
、
言
論
の
自
由
の
権
利
が
い
つ
で
も
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
完
全
に
保
障
さ

れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
特
定
の
明
確
に
定
義
さ
れ
、
厳
格
に
制
限
さ
れ
た
言
論
の
類
型
（class of speech

）
の
規
制
は
、

い
か
な
る
憲
法
的
問
題
も
提
起
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
下
品
か
つ
わ
い
せ
つ
な
言
葉
、
冒
涜
的
言
葉
、
名
誉
毀
損
的
言
葉
、
侮
辱

的
又
は
〝
喧
嘩
的
〟
言
葉
（These include the lew

d and obscene, the profane, the libelous, and the insulting or 

“fighting

” 

w
ords

）
で
あ
る
―
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
発
話
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
害
を
負
わ
せ
、
又
は
、
直
接
的
な
治
安
紊
乱
を
引
き
起
こ
す
傾
向
に
あ
る
言

葉
で
あ
る
（-- those w

hich by their very utterance inflict injury or tend to incite an im
m

ediate breach of the peace.

）。
そ

の
よ
う
な
発
話
が
ア
イ
デ
ィ
ア
の
表
明
（any exposition of ideas

）
に
と
っ
て
本
質
的
な
部
分
を
成
さ
ず
、
真
理
へ
の
接
近
（a step to truth

）
と
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い
う
社
会
的
価
値
を
ほ
と
ん
ど
有
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
い
か
な
る
便
益
も
秩
序
や
道
徳
に
関
す
る
社
会
的
利
益
よ
り
明
ら
か
に
劣

位
に
た
つ
こ
と
は
、
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
）
37
（
る
。」（
強
調
筆
者
）

　
こ
の
記
述
か
らChaplinsky

事
件
判
決
を
低
価
値
言
論
一
般
の
先
例
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
現
に
被
告
は
そ
の
よ

う
に
解
釈
し
た
。
し
か
し
問
題
は
、
低
価
値
言
論
か
ら
修
正
一
条
の
保
護
が
剝
奪
さ
れ
る
実
質
的
な
規
制
根
拠
に
つ
い
て
同
判
決
が
何
を

述
べ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
引
用
箇
所
を
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
、
二
つ
の
規
制
根
拠
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
一
つ
は
低
価
値
性
で
あ
る
。
こ
こ
で
列
挙
さ
れ
る
言
論
類
型
は
「
低
価
値

0

0

0

言
論
」
と
い
う
名
称
で
総
称
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
前

記
判
示
部
分
の
後
半
部
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
真
理
へ
の
接
近
と
い
う
社
会
的
価
値
」
の
高
低
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。
他
方
で
、
別
の

実
質
的
論
拠
も
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
有
害
性
で
あ
る
。
前
記
判
示
部
分
で
、
言
論
類
型
を
列
挙
し
た
直
後
に

0

0

0

、「
そ
れ
ら
は
ま

さ
に
発
話
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
害
を
負
わ
せ
、
又
は
、
直
接
的
な
治
安
紊
乱
を
引
き
起
こ
す
傾
向
に
あ
る
」
と
い
う
説
明
が
付
け
加

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
素
直
に
受
け
止
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
類
型
的
排
除
の
実
質
的
理
由
と
し
て
有
害
性
（
直
接
的
治
安
紊
乱
を
含

む
）
を
判
決
は
想
定
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
類
型
に
属
す
る
言
論
は
、
発
話
と
い
う
媒
介
を

契
機
に
、「
他
者
加
害
」
や
「
直
接
的
な
治
安
紊
乱
」
と
い
っ
た
害
悪

0

0

を
も
た
ら
す
の
で
、
そ
の
規
制
が
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
）
38
（

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
修
正
一
条
の
保
護
か
ら
類
型
的
に
排
除
さ
れ
る
実
質
的
な
規
制
根
拠
と
し
て
は
、
低
価
値
性
と
有
害
性
の
二
つ
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、Chaplinsky

事
件
判
決
は
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の
か
、
ど
ち
ら
が
決
定
的
な
根
拠
な
の
か
に
つ
い
て

明
言
し
て
い
な
）
39
（
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
同
判
決
は
、
列
挙
さ
れ
た
諸
類
型
と
二
つ
の
規
制
根
拠
が
ど
の
よ
う
に
接
合
す
る
の
か
に
つ
い
て

も
説
明
し
て
い
な
い
。
か
か
る
判
例
状
況
の
中
、
本
件
被
告
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い
う
類
型
は
、
女
性
に
差
別
と
い
う
「
害
を
負

わ
せ
、
又
は
、
直
接
的
な
治
安
紊
乱
を
引
き
起
こ
す
傾
向
に
あ
る
」
の
で
、
修
正
一
条
の
「
言
論
」
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
）
40
（

る
。

こ
の
主
張
が
持
つ
意
義
は
大
き
い
。
な
ぜ
な
ら
、
被
告
の
主
張
は
、
有
害
性

0

0

0

と
い
う
排
除
理
由
を
根
拠
に
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
と
い
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う
類
型
の
新
規
参
入
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
類
型
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
や
言
論
／
行
為
二
分
論
が
自
明
の
も
の

0

0

0

0

0

と
し
て
切
り
分
け
て
き

た
「
言
論
」
と
そ
れ
以
外
の
行
為
類
型
の
区
分
、
そ
し
て
、
先
例
が
あ
い
ま
い
に
し
て
き
た
類
型
的
排
除
の
論
拠
及
び
そ
の
論
拠
と
各
類

型
と
の
連
関
を
再
度
問
い
直
す
試
み
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
判
例
法
理
と
し
て
の
言
論
／
行
為
二
分
論
や
類
型
的
ア
プ
ロ
ー

チ
は
実
践
の
上
で
広
く
活
用
さ
れ
な
が
ら
も
、
切
り
分
け
の
限
界
を
画
定
で
き
る
よ
う
な
実
質
的
な
規
制
根
拠
を
特
定
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
）
41
（

い
。
む
し
ろ
、
規
制
根
拠
の
中
身
や
規
制
根
拠
と
各
類
型
の
連
関
を
不
問
に
付
し
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
修
正
一
条
で
保
護
さ
れ
な
い

領
域
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
便
利
な

0

0

0

道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
）
42
（
る
。
被
告
の
主
張
は
ま
さ
に
こ
の
課
題
に
対
す
る
一
つ
の

挑
戦
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
保
護
さ
れ
な
い
領
域
の
内
実
・
限
界
を
有
害
性
に
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、「『
言
論
』
と
は
害
悪
を
生

み
出
さ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
も
た
ら
し
得
る
問
い
か
け
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ー
カ
ー
判
事
は
こ
の
問
い
に
正
面
か
ら
答
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
）
43
（

た
。
バ
ー
カ
ー
判
事
は
、
被
告
が
低
価
値
言
論

の
実
質
的
な
規
制
根
拠
を
示
す
記
述
で
あ
る
と
し
て
重
視
し
た
「
害
を
負
わ
せ
、
又
は
、
直
接
的
な
治
安
紊
乱
を
引
き
起
こ
す
傾
向
に
あ

る
」
と
い
う
記
述
は
、
こ
の
記
述
の
直
前
に
列
挙
さ
れ
た
「
喧
嘩
言
葉
」
に
だ
け
か
か
る
も
の
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
断
に

よ
っ
て
、「
喧
嘩
言
葉
」
の
実
質
的
な
規
制
根
拠
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
こ
の
記
述
を
用
い
て
、
低
価
値
言
論
一
般
の
外
延
を
画

定
す
る
実
質
的
な
規
制
根
拠
を
読
み
取
り
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
新
た
な
排
除
類
型
に
カ
ウ
ン
ト
さ
せ
よ
う
と
し
た
被
告
の
試
み
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
バ
ー
カ
ー
判
事
は
、
自
身
が
そ
の
有
害
性
に
よ
る
規
制
の
正
当
化
を
唯
一
認
め
た
「
喧
嘩
言
葉
」
と
い
う
類
型
に
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ー
は
含
ま
れ
な
い
と
形
式
的
に
判
断
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
「
喧
嘩
言
葉
」
に

は
含
ま
れ
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
だ
け
で
、
両
者
の
類
似
性
や
包
摂
関
係
、
定
義
の
内
包
や
外
延
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
ま
た
、
喧
嘩
言
葉
の
「
害
悪
」
と
は
何
な
の
か
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
検
討
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
な
る
と
、
バ
ー
カ
ー
判
事
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
修
正
一
条
で
保
障
さ
れ
る
「
言
論
」
で
は
な
い

0

0

0

0

と
い
う
被
告
の
主
張
を
完
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全
に
否
定
し
た
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
は
そ
う
で
は
な
い
。
バ
ー
カ
ー
判
事
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
「
喧
嘩
言
葉
」
該
当
性

を
否
定
し
た
後
に
、
次
に
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
「
わ
い
せ
つ
物
（obscenity

）」
該
当
性
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
先
程
確
認
し
た

よ
う
に
、
わ
い
せ
つ
物
はChaplinsky

事
件
判
決
に
列
挙
さ
れ
る
排
除
類
型
の
一
つ
に
含
ま
れ
、
修
正
一
条
で
保
障
さ
れ
る
「
言
論
」

で
は
な
い

0

0

0

0

と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
排
除
類
型
と
し
て
の
「
わ
い
せ
つ
物
」
該
当
性
は
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
点
、
バ
ー

カ
ー
判
事
はM

iller

基
準
を
採
用
し
た
。
こ
の
基
準
は
、
一
九
七
三
年
のM

iller v. California

事
件
連
邦
最
高
裁
判
）
44
（

決
で
採
用
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
以
後
も
連
邦
裁
判
所
で
使
用
さ
れ
る
基
準
で
あ
）
45
（
る
。
こ
の
基
準
は
、
①
同
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
準
に
照
ら
し
て
、

そ
の
作
品
を
全
体
と
し
て
見
た
場
合
に
、
平
均
人
が
そ
の
作
品
を
好
色
的
関
心
（the prurient interest

）
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
と
認
め

る
か
ど
う
か
、
②
そ
の
作
品
が
、
適
用
さ
れ
る
州
法
に
よ
っ
て
明
確
に
定
義
さ
れ
た
性
的
行
為
を
明
白
に
不
快
な
方
法
で
描
写
な
い
し
叙

述
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
③
そ
の
作
品
が
全
体
と
し
て
真
摯
な
文
学
的
、
芸
術
的
、
政
治
的
、
あ
る
い
は
、
科
学
的
価
値
を
欠
く
か
ど
う

か
、
と
い
う
三
要
件
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
。
バ
ー
カ
ー
判
事
は
こ
の
三
要
件
に
対
応
さ
せ
て
、
①
条
例
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
準
」
と

い
う
用
語
を
用
い
て
お
ら
ず
、「
好
色
的
関
心
」
に
訴
え
る
表
現
物
の
規
制
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
条
例
は
「
明
白
に
不
快

な
」
表
現
物
だ
け
を
規
制
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
文
学
的
・
芸
術
的
・
政
治
的
・
科
学
的
価
値
が
高
い
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
に
対
し
て
も
条
例
の
適
用
が
除
外
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
の
中
に
修
正
一
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

る
「
言
論
」
が
含
ま
れ
る
と
判
断
し
た
。
こ
こ
で
も
ま
た
喧
嘩
言
葉
の
と
き
と
同
様
に
、
両
者
の
類
似
性
や
包
摂
性
、
定
義
の
内
包
や
外

延
は
実
質
的
に
問
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
わ
い
せ
つ
物
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
規
制
根
拠
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
も
一
切
触
れ
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
形
式
的
な
判
断
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
「
言
論
」
が
含
ま
れ
る

こ
と
さ
え
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
バ
ー
カ
ー
判
事
に
と
っ
て
条
例
を
違
憲
と
す
る
の
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
市
条
例
は
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
。
言
論
／
行
為
二
分
論
に
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
起
草
者
の
マ
ッ
キ 

ノ
ン
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
言
論
と
行
為
の
技
術
的
区
分
で
は
な
く
、
ず
ば
り
「『
言
論
』
と
は
何 
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か
」
で
あ
り
、
そ
れ
がH

udnut

事
件
判
決
第
一
審
判
決
を
貫
く
「
始
ま
り
に
し
て
終
わ
り
（the beginning and the e

）
46
（nd

）」
の
問
い
で

あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、Chaplinsky

事
件
判
決
の
類
型
論
を
機
械
的
・
形
式
的
に
適
用
す
る
ば
か
り
の
第
一
審
判
決
は
、
そ
の

問
い
に
実
質
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

㈡
　
控
訴
審
判
決

　
続
く
控
訴
審
判
決
は
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
判
事
（Frank H

. Easterbrook

）
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
は
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
」
が
「
言
論
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
条
例
が
特
定
の
観
点
（view

point

）
を
基
礎
に
し
て
制
限
を
加
え
る
も
の
か
ど
う

か
に
よ
っ
て
そ
の
合
憲
性
を
判
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
判
事
は
内
容
規
制
論
に
依
拠
し
た
。
し
か
も
、
類
型
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
経
る
こ
と

な
く
、
条
例
が
内
容
規
制
の
一
つ
で
あ
る
観
点
規
制
（view

point discrim
ination

）
に
該
当
す
る
か
否
か
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
言
う
内
容
規
制
論
と
は
、
規
制
の
類
型
を
内
容
規
制
と
内
容
中
立
規
制
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
違
憲
審
査
の
基
準
を
妥
当
さ
せ

る
判
断
枠
組
み
の
こ
と
で
あ
）
47
（

る
。
観
点
規
制
は
こ
の
前
者
の
内
容
規
制
に
含
ま
れ
る
。
内
容
規
制
に
対
し
て
は
原
則
と
し
て
厳
格
審
査
が

妥
当
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
観
点
規
制
は
言
論
を
「
見
解
（view

point

）
に
よ
っ
て
差
別
的
に
取
り
扱
う
規
）
48
（
制
」
で
あ
る
た
め
、
い
っ

た
ん
観
点
規
制
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
違
憲
の
結
論
を
免
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
観
点
規
制
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
条
例
の
帰
趨
を
分
け
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　
条
例
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
定
義
に
、「
女
性
の
従
属
」「
苦
痛
、
屈
辱
を
楽
し
む
」
等
の
文
言
を
含
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
的

に
表
現
物
で
あ
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
差
別
行
為
と
し
て
認
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
、
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ル
ッ

ク
判
事
は
、
こ
の
定
義
上
の
工
夫
を
「
観
点
（view

）」
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
条
例
を
観
点
規
制
で
あ

る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。「
女
性
を
『
従
属
さ
せ
る
』
言
論
（speech

）
や
、
ま
た
た
と
え
ば
、
女
性
を
苦
痛
、
屈
辱
、
強
姦
を
楽
し
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む
も
の
と
し
て
描
写
す
る
言
論
、
あ
る
い
は
単
に
女
性
を
『
隷
属
、
服
従
、
陳
列
さ
れ
た
姿
勢
』
で
描
写
す
る
言
論
で
さ
え
も
、
そ
の
作

品
を
全
体
と
し
て
見
た
場
合
の
文
学
的
・
政
治
的
価
値
が
い
か
に
高
く
と
も
規
制
さ
れ
る
。
他
方
で
、
女
性
を
平
等
の
姿
勢
で
描
写
す
る

言
論
（speech

）
は
、
そ
の
性
的
内
容
が
い
か
に
写
実
的
で
あ
っ
て
も
合
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
思
想
統
制
（thought control

）
で
あ
る
。

そ
れ
は
女
性
に
つ
い
て
の
『
公
認
さ
れ
た
』
観
点
（
“approved

” view

）、
つ
ま
り
、
女
性
が
性
的
状
況
下
で
ど
う
反
応
す
る
か
、
両
性
が

互
い
に
ど
う
関
係
を
築
く
か
に
つ
い
て
の
『
公
認
さ
れ
た
』
観
点
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
公
認
さ
れ
た
観
点
を
支
持
す
る
者
は

性
的
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
そ
う
で
な
い
者
は
性
的
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
）
49
（
る
。」

　
以
上
の
判
断
に
よ
っ
て
、
条
例
の
違
憲
性
は
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
続
け
て
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
判
事
は
、
害
悪
を

根
拠
に
条
例
を
正
当
化
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
の
主
張
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
判
事
は
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
の
主
張
を
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
ア
イ
デ
ィ
ア
（idea

）
で
は
な
く
、
権
利
侵
害
（injury

）
で
あ
）
50
（

る
」
と
い
う
よ

う
に
整
理
し
、
そ
れ
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
る
。
彼
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
差
別
行
為
と
し
て
認
定
し
た
条
例
の
規
定
を
参
照
し
な

が
ら
、「
わ
れ
わ
れ
は
条
例
の
前
提
を
受
け
入
れ
る
。
従
属
の
描
写
は
従
属
を
永
続
化
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
。
同
様
に
、
女
性
の
従
属
的

地
位
は
、
職
場
で
の
侮
辱
や
低
賃
金
、
家
庭
で
の
侮
辱
や
暴
力
、
道
端
で
の
暴
力
や
強
姦
に
結
び
つ
く
だ
ろ
）
51
（
う
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
害
悪
を
理
由
に
条
例
を
正
当
化
す
る
理
論
そ
の
も
の
が
認
め
ら
れ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
イ
ー

ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
判
事
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
が
い
う
と
こ
ろ
の
有
害
性
を
「
言
論

0

0

」
の
も
た
ら
す
効
果

0

0

と
し
て
認
め
た
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
判
事
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
害
悪
と
い
わ
れ
て
い
る
現
象
を
「
単
に
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
言
論
と
し
て
の
力

0

0

0

0

0

0

0

（the pow
er of pornography as speech

）
を
証
明
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
）
52
（

い
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。
イ
ー

ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
判
事
は
、
人
々
が
世
界
、
仲
間
、
社
会
的
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
に
対
し
て
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
影
響

を
与
え
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
そ
れ
は
、
言
論
か
ら
憲
法
の
保
護
を
奪
う
「
害
悪
」
で
は
な
く
、
憲
法
で
保
護
さ
れ
る
「
言
論
」
と
し
て

当
然
に
期
待
さ
れ
る
効
果
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
判
事
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
人
々
に
影
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響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
不
幸
な
結
）
53
（
果
」
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
利
用
者
が

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
か
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
対
す
る
憲
法
の
保
護
を
剝

奪
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
科
学
研
究
に
よ
っ
て
誰
か
が
爆
弾
を
作
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
あ
る
話
者
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
暴
力
的
な
抗
議
活
動
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
修
正
一
条
の
保
護
を
剝
奪
す
る
よ
う
な
「
害

悪
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
言
論
の
力
」
に
付
随
し
て
生
じ
る
「
不
幸
な
結
果
」
に
過
ぎ
な
い
。
イ
ー
ス
タ
ー
ブ
ル
ッ
ク
判
事
が

「
言
論
は
多
分
に
危
険
な
も
の
で
あ
る
。（M

uch speech is dange

）
54
（

rous

）」
と
い
う
と
き
、
こ
の
よ
う
な
思
考
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
）
55
（

る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
件
条
例
は
、
観
点
規
制
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
。
な
お
、
連
邦
最
高
裁
は
、
理
由
を
付
け
ず

に
こ
の
判
断
を
是
認
し
て
い
る
た
）
56
（

め
、
紹
介
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

㈢
　
判
決
の
分
析

　H
udnut

事
件
に
お
い
て
、
被
告
た
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
は
、「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
を
新
た
な
排
除
類
型
と
し
て
ア
メ
リ

カ
の
修
正
一
条
論
の
中
に
参
入
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
一
九
四
二
年
のChaplinsky

事
件
判
決
を
一
九
八
四
年
の
時
点

で
再
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
価
値
言
論
の
法
理
を
形
成
し
て
き
た
、
排
除
類
型
の
布
置
関
係
と
排
除
の
実
質
的
根
拠
を
再
度
問
い
直

す
と
い
う
試
み
に
つ
な
が
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
審
判
決
はChaplinsky

事
件
連
邦
最
高
裁
判
決
の
テ
ク
ス

ト
を
か
な
り
硬
直
的
に
解
釈
し
て
、
類
型
的
排
除
の
論
拠
で
あ
る
有
害
論
を
「
喧
嘩
言
葉
」
の
そ
れ
に
限
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
あ
く
ま

で
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
に

0

0

0

0

0

0

0

、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
「
喧
嘩
言
葉
」
あ
る
い
は
「
わ
い
せ
つ
物
」
に
は
該
当
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
修
正
一
条

の
保
護
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
処
理
を
前
提
と
す
る
と
、
そ
も
そ
も
類
型
的
排
除
の
実
質
的
な
根
拠

を
問
う
こ
と
自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
実
質
的
規
制
根
拠
を
不
問
に
付
し
た
ま
ま
修
正
一
条
の
保
護
さ
れ
な
い
領
域
を
画
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定
で
き
る
点
に
こ
そ
類
型
論
や
言
論
／
行
為
二
分
論
に
期
待
さ
れ
る
役
割
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。

　
他
方
、
控
訴
審
判
決
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
当
然
に
修
正
一
条
で
保
護
さ
れ
る
「
言
論
」
と
し
て
扱
い
、
条
例
を
観
点
規
制
で
あ

る
と
捉
え
て
違
憲
と
判
断
し
た
。Chaplinsky

事
件
判
決
以
来
の
伝
統
を
ま
る
で
無
視
す
る
か
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
控

訴
審
判
決
は
、
違
憲
と
い
う
結
論
は
同
じ
く
す
る
も
の
の
、
第
一
審
判
決
と
そ
の
意
味
で
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の

相
違
が
明
確
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
最
高
裁
は
理
由
を
付
せ
ず
に
原
審
を
認
容
し
た
た
め
、
問
題
は
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
あ
る
い
は
、
言
論
／
行
為
二
分
論
等
を
含
む
修
正
一
条
の
保
護
領
域
を
画
定
す
る
理
論
自
体
、
実
は
役
割
を
終
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

H
udnut

事
件
に
お
い
て
、
第
一
審
判
決
が
類
型
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
保
護
領
域
の
画
定
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
控
訴
審
判
決
は

そ
れ
を
行
わ
ず
に
当
然
の
よ
う
に
修
正
一
条
を
適
用
し
て
条
例
が
観
点
規
制
に
該
当
す
る
か
否
か
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断

枠
組
み
の
変
化
は
、
実
は
、
そ
の
後
の
連
邦
最
高
裁
判
例
の
動
向
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
例
と
し
て
、
一
九
九
二
年

のR.A.V. v. City of St. Paul

事
件
連
邦
最
高
裁
判
）
57
（

決
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
のR.A.V.

事
件
判
決
で
は
、Chaplinsky

事
件

判
決
が
引
用
さ
れ
て
お
）
58
（
り
、
喧
嘩
言
葉
を
始
め
と
す
る
内
容
規
制
可
能
な
言
論
類
型
を
一
般
的
に
は
承
認
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、

こ
の
よ
う
な
類
型
に
対
し
て
も
内
容
差
別

0

0

（
当
然
、
観
点
差
別
も
含
む
）
は
許
容
さ
れ
な
い
、
と
い
う
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
枠
組
み

の
下
で
は
、
低
価
値
言
論
に
対
し
て
も
一
応
、
修
正
一
条
の
保
護
が
及
ぶ
た
め
、
こ
の
枠
組
み
は
、
低
価
値
言
論
該
当
性
に
よ
っ
て
、
一

律
に
、
修
正
一
条
の
保
護
領
域
を
画
定
し
よ
う
と
し
て
き
た
類
型
論
の
伝
統
を
没
却
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
類
型
論
の
無
視
な
い
し

軽
視
と
い
う
点
に
お
い
て
、R.A.V.

事
件
判
決
とH

udnut

事
件
控
訴
審
判
決
は
酷
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、R.A.V.

事
件
判
決
の
形
成
過
程
そ
の
も
の
が
、「
類
型
論
か
ら
内
容
規
制
論
へ
」
と
い
う
連
邦
裁
判
所
の
潮
流

を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
小
谷
順
子
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
判
決
は
、
当
初
は
類
型
論
の
伝
統
に
則
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
判
事
（Byron 

W
hite

）
の
意
見
が
法
廷
意
見
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
に
、
最
終
的
に
は
従
来
の
類
型
論
の
理
解
と
は
一
線
を
画
す
る
ス
カ
リ
ア
判
事
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（Antonin Scalia

）
の
意
見
が
法
廷
意
見
と
な
る
と
い
う
路
線
変
更
を
経
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
）
59
（
る
。
こ
の
よ
う
な
路
線
変
更
の
過
程

は
、H

udnut

事
件
の
第
一
審
判
決
か
ら
控
訴
審
判
決
に
か
け
て
の
流
れ
と
ま
さ
に
相
似
形
を
な
す
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
法
廷
意
見

の
座
を
勝
ち
取
っ
た
ス
カ
リ
ア
判
事
の
意
見
は
、
そ
の
後
の
判
例
で
先
例
と
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
教
科
書

で
も
必
ず
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
）
60
（
ら
、
類
型
論
は
既
に
そ
の
役
割
を
終
え
た
と
の
推
測
も
成
り
立
ち
得
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
本
当
に
そ
の
よ
う
に
整
理
し
て
よ
い
の
か
。
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
断
枠
組
み
が
変
化
し
た
と
し
て
も
、
類
型
論
や
言
論
／

行
為
二
分
論
の
役
割
が
ど
の
よ
う
に
消
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
の
解
明
は
な
お
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
と
え
ば
、
駒
村
圭
吾

教
授
は
、R.A.V.

事
件
判
決
の
ス
カ
リ
ア
判
事
の
法
廷
意
見
を
「
従
来
の
類
型
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
や
言
論
／
行
為
二
分
論
が
果
た
し
て

き
た
古
典
的
な
役
割
を
、
内
容
規
制
論
の
枠
組
の
中
に
持
ち
込
む
も
の
に
な
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
は
な
い
）
61
（
か
。」（
傍
点
筆
者
）
と
評
し
て
お
り
、
内
容

規
制
論
が
ト
レ
ン
ド
と
さ
れ
る
昨
今
に
お
い
て
も
、
類
型
論
や
言
論
／
行
為
二
分
論
が
担
っ
て
き
た
役
割
は
何
か
を
解
明
す
る
必
要
は
残

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、H

udnut

事
件
第
一
審
が
棚
上
げ
に
し
た
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
判
例
法
理
が
置
き
去
り
に
し
て
き
た

課
題
と
し
て
残
存
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
で
は
ど
う
や
っ
て
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
か
。
焦
点
は
、
や
は
りChaplinsky

事
件
連
邦
最
高
裁
判
決
で
あ
る
。
こ
の

Chaplinsky

事
件
判
決
自
体
は
、
一
九
四
二
年
に
下
さ
れ
た
判
決
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
判
決
で
も
度
々
引
用
さ
れ
て
お
り
、
先
例

と
し
て
の
価
値
は
と
て
つ
も
な
く
高
）
62
（
い
。
そ
こ
で
、
同
判
決
で
列
挙
さ
れ
た
、
下
品
か
つ
わ
い
せ
つ
な
言
葉
、
冒
瀆
的
言
葉
な
ど
の
排
除

類
型
が
、
同
判
決
の
前
後
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
を
、
さ
ら
に
は
個
別
判
例
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
類
型
が
ど
の

よ
う
な
実
質
的
論
拠
と
の
関
連
に
お
い
て
修
正
一
条
上
の
保
護
を
否
定
さ
れ
て
き
た
の
か
を
検
証
す
る
作
業
が
必
要
に
な
ろ
う
。
そ
の
よ

う
な
判
例
史
の
中
で
、R.A.V.

事
件
判
決
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
位
置
づ
け
て
、「
類
型
論
か
ら
内
容
規
制
へ
」
と
い
う
潮
流
を
、
果
た
し

て
そ
の
よ
う
な
標
語
通
り
に
整
理
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
含
め
て
、
確
認
す
る
理
論
的
な
作
業
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
作
業
に
出
る
前
に
、
原
点
で
あ
るChaplinsky

事
件
判
決
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
な
理
論
的
背
景
の
下
で
生
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み
出
さ
れ
た
の
か
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
判
決
の
何
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
排
除
さ
れ
た
か
を
見
る
た
め
に
は
、
そ
の

よ
う
な
作
業
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
最
後
に
、Chaplinsky

事
件
判
決
そ
の
も
の
に
遡
行
し
て
い
く
作
業
の
暫
定
的
見

立
て
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

四
　Chaplinsky

事
件
判
決
と
ゼ
カ
ラ
イ
ア
・
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
所
説

㈠
　Chaplinsky

事
件
判
決
脚
注
四
・
五
と
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー

　
そ
も
そ
も
、Chaplinsky

事
件
は
、
街
頭
で
警
察
官
を
「
悪
漢
野
郎
」「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
畜
生
」
な
ど
と
罵
倒
し
た
被
告
人
が
、
公
共

の
場
所
で
人
を
不
快
に
さ
せ
る
言
葉
を
他
者
に
向
か
っ
て
発
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
）
63
（
法
に
違
反
し
た
と
し
て
起

訴
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、Chaplinsky

事
件
判
決
は
い
わ
ゆ
る
「
喧
嘩
言
葉
」
に
対
す
る
先
例
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
）
64
（

る
。
し
か
し
同
時
に
、
同
判
決
は
、
喧
嘩
言
葉
が
修
正
一
条
の
保
護
領
域
の
外
に
置
か
れ
る
こ
と
を
論
証
す
る
中
で
、
喧
嘩
言
葉
と
同

様
に
修
正
一
条
の
保
護
領
域
の
外
に
置
か
れ
る
他
の
言
論
類
型
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
た
め
、
低
価
値
言
論
一
般
の
先
例
と
し
て
も

理
解
さ
れ
て
い
）
65
（

る
。

　
先
程
紹
介
し
たH

udnut

事
件
第
一
審
判
決
で
は
、
被
告
た
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
が
、Chaplinsky

事
件
判
決
を
喧
嘩
言
葉
だ

け
で
は
な
く
低
価
値
言
論
一
般

0

0

の
先
例
と
し
て
理
解
し
た
。
つ
ま
り
、
同
判
決
の
「
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
発
話
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
害

を
負
わ
せ
、
又
は
、
直
接
的
な
治
安
紊
乱
を
引
き
起
こ
す
傾
向
に
あ
る
」
と
い
う
記
述
を
低
価
値
言
論
の
一
般
的
・
実
質
的
規
制
根
拠
と

見
て
、
害
悪
を
理
由
と
す
る
表
現
規
制
を
広
く
正
当
化
す
る
も
の
と
お
き
、
そ
こ
に
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
と
い
う
排
除
類
型
を
新
規

参
入
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ー
カ
ー
判
事
は
こ
の
記
述
部
分
を
喧
嘩
言
葉
に
だ
け
か
か
る
も
の
と
解
釈
し
、
害
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悪
に
よ
る
表
現
規
制
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
「
喧
嘩
言
葉
」
だ
け
で
あ
る
か
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
た
。

　
こ
の
両
者
の
対
立
は
、Chaplinsky

事
件
判
決
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
記
述
箇
所
だ
け
を
見
て
み
て
も
解
決
で
き
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
記
述
箇
所
に
は
脚
注
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
で
現
代
的
な
表
現
の
自
由
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
伝
説

的
な
人
物
と
そ
の
著
作
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
）
66
（
く
。
そ
れ
が
、
ゼ
カ
ラ
イ
ア
・
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
（Zechariah Chafee Jr.

）
で

あ
り
、
彼
の
一
九
四
一
年
の
作
）
67
（

品
、Free Speech in the U

nited Sta

）
68
（tes

で
あ
る
。
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
は
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
活
躍
し

た
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
教
授
で
あ
り
、
表
現
の
自
由
論
の
泰
斗
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
）
69
（
る
。
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
知
名
度

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
高
い
の
は
、
現
代
的
な
修
正
一
条
論
が
確
立
さ
れ
る
時
期
に
、
ホ
ー
ム
ズ
判
事
（O

liver W
endell H

olm
es, Jr.

）
や

ハ
ン
ド
判
事
（Learned H

and
）
と
い
っ
た
表
現
の
自
由
に
か
か
る
判
例
形
成
に
深
く
関
わ
っ
た
著
名
裁
判
官
た
ち
と
交
流
を
も
ち
、
彼

ら
と
共
に
現
代
的
な
表
現
の
自
由
の
判
例
法
理
を
構
築
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。Chaplinsky

事
件
判
決
に
引

用
さ
れ
たFree Speech in the U

nited States

は
、
そ
れ
ま
で
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
体
系
か
ら
の
脱
却
を
試
み
、
憲
法
理
論
に
よ
っ
て

表
現
の
自
由
の
諸
法
理
を
再
構
築
し
、
体
系
立
て
た
本
と
し
て
現
在
も
古
典
と
し
て
読
み
つ
が
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
）
70
（
が
、Chaplinsky

事
件
判
決
が
引
用
す
る
同
書
の
該
当
部
分
を
以
下
に
引
用
し
て
み
た
い
。

①
「
一
般
的
な
刑
法
は
、
犯
罪
（crim

es

）
や
、
犯
罪
で
は
な
い
が
た
と
え
ば
軍
隊
へ
の
入
隊
及
び
身
体
拘
束
を
拒
否
す
る
よ
う
な
政
府
の
機
能
に
対

す
る
妨
害
行
為
（non-crim

inal interferences

）
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
刑
法
は
基
本
的
に
現
実
の
法
益
侵
害
（actual injuries

）
に

向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
法
益
侵
害
は
通
常
は
行
為
（acts

）
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、
法
は
同
様
に
、
わ
い
せ
つ
的
言
葉
、
冒
瀆
的
言
葉
、
個

人
に
対
す
る
粗
暴
な
名
誉
毀
損
的
言
葉
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
言
葉
の
類
型
（a few

 class of w
ords like obscenity, profanity, and gross libels 

upon individuals

）
を
も
禁
止
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
発
話
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
（the very utterance of such 

w
ords

）、
聴
衆
、
読
者
、
中
傷
さ
れ
た
人
に
現
在
す
る
害
を
負
わ
せ
（inflict a present injury

）、
あ
る
い
は
、
直
接
的
な
治
安
紊
乱
を
引
き
起
こ
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す
高
度
の
蓋
然
性
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
葉
を
規
制
す
る
こ
と
と
全
く
異
な
る
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は

合
衆
国
に
将
来
的
に
危
殆
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
伝
達
す
る
か
ら
で
あ
）
71
（
る
。」

②
「〔
冒
瀆
的
か
つ
下
品
な
会
話
や
図
画
が
規
制
さ
れ
る
理
由
の
〕
正
し
い
説
明
は
、
冒
瀆
的
か
つ
下
品
な
会
話
や
図
画
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
表
明
に

と
っ
て
少
し
も
本
質
的
な
部
分
を
成
さ
ず
、
真
理
へ
の
接
近
と
い
う
社
会
的
価
値
を
ほ
と
ん
ど
有
し
な
い
の
で
、
秩
序
、
道
徳
、
未
成
年
の
教
育
、
そ

の
聴
衆
や
読
者
の
心
の
平
穏
と
い
っ
た
社
会
的
価
値
よ
り
極
め
て
劣
位
に
た
つ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
類
型
の
言
葉
は
、
通
常
、
反
論

（counter-argum
ent

）
の
余
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
害
悪
（harm

）
は
そ
れ
ら
が
伝
達
さ
れ
る
と
同
時
に
発
生
し
、
あ
る
い
は
、
ほ
と
ん
ど
直
後
に

報
復
的
な
暴
力
の
よ
う
な
も
の
を
発
生
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
い
せ
つ
や
冒
瀆
が
規
制
さ
れ
る
唯
一
の
正
し
い
説
明
は
、
そ
れ
ら
の
言

葉
が
、
そ
れ
ら
が
伝
達
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
理
由
と
し
て
で
は
な
く
、
五
感
に
作
用
し
す
ぐ
さ
ま
結
果
を
引
き
起
こ
す
行
為
の
よ
う
な
（like acts

）

も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
犯
罪
と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
）
72
（

る
。」（〔
　
〕
内
筆
者
）

　
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
著
作
か
ら
の
引
用
箇
所
①
を
見
る
と
、
そ
こ
で
は
、「
わ
い
せ
つ
的
言
葉
、
冒
瀆
的
言
葉
、
個
人
に
対
す
る
粗
暴
な

名
誉
毀
損
的
言
葉
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
言
葉
の
類
型
」
が
「
人
に
現
在
す
る
害
を
負
わ
せ
、
あ
る
い
は
、
直
接
的
な
治
安
紊
乱
を
引
き

起
こ
す
高
度
の
蓋
然
性
を
有
す
る
」
こ
と
を
理
由
に
規
制
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
読
む
限
り
で
は
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
自
身

は
、
有
害
性
を
広
く
低
価
値
言
論
や
類
型
的
排
除
論
一
般
の
論
拠
と
し
て
考
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、H

udnut

事
件

第
一
審
判
決
で
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
「
原
意
」
に
沿
う
の
は
、
む
し
ろ
バ
ー
カ
ー
判
事
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
た
被
告
の
解
釈
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

㈡
　
言
論
・
行
為
・
有
害
性

　
で
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
言
論
と
行
為
の
臨
界
に
つ
い
て
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
言
説
は
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
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か
。
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
所
説
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
よ
り
立
ち
入
っ
た
文
献
の
渉
猟
と
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
記
の
引
用

箇
所
①
②
の
テ
ク
ス
ト
を
素
材
に
暫
定
的
な
整
理
を
し
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。

　
第
一
に
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
が
想
定
し
て
い
た
排
除
類
型
に
は
、
喧
嘩
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

は
、
後
年
、Chaplinsky

事
件
判
決
に
よ
っ
て
連
邦
最
高
裁
が
新
規
参
入
さ
せ
た
言
論
類
型
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
著

作
で
展
開
さ
れ
た
議
論
の
実
質
に
照
ら
し
て
排
除
類
型
を
拡
張
さ
せ
る
作
業
を
行
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
だ
と
す
れ
ば
、H

udnut

事
件
第
一
審
判
決
に
お
い
て
バ
ー
カ
ー
判
事
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
拡
張
解
釈
の
伝
統
を
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
遮
断
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
判
例
伝
統
の
理
解
に
関
す
る
誤
り
が
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
は
、
修
正
一
条
の
保
護
か
ら
言
論
が
排
除
さ
れ
る
主
要
な
根
拠
は
そ
の
有
害
性
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
思

わ
れ
る
点
で
あ
る
。
引
用
箇
所
①
で
は
、
刑
法
上
の
犯
罪
行
為
が
生
み
出
す
「
現
実
の
法
益
侵
害
（actual injuries

）」
の
延
長
で
、
表
現

行
為
の
害
悪
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
引
用
箇
所
②
で
は
、
当
該
表
現
行
為
に
真
理
の
探
究
の
よ
う
な
「
社
会
的
価
値
」
が
備
わ
っ

て
い
る
場
合
に
は
一
定
の
比
較
衡
量
が
あ
り
得
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
あ
る
表
現
行
為
が
修
正
一
条
の
保
護
を
排
除
さ
れ

る
実
質
的
理
由
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
有
害
性
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
引
用
箇
所
②
は
、
類
型
的
排
除
の
根
拠
と
な
る

「
有
害
性
」
と
し
て
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
が
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
た
か
を
、
一
定
の
基
準
化
を
も
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同

箇
所
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
⒜
反
論
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
⒝
発
話
の
直
後
に
報
復
的
な
暴
力
を
招
来
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
⒞

五
感
に
直
接
働
き
か
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
害
悪
論
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の

か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
言
論
／
行
為
二
分
論
的
な
思
考
形
式
に
つ
い
て
で
あ
る
。
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
は
こ
の
思
考
形
式
自
体
に
は
批
判
的
で
あ
る
）
73
（
が
、

「
行
為
」
に
対
す
る
特
別
な
意
味
づ
け
が
彼
の
言
説
の
中
に
散
見
で
き
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
引
用
箇
所
②
で
は
、
わ
い
せ

つ
や
冒
瀆
が
「
行
為
の
よ
う
な
（like acts

）
も
の
」
で
あ
る
か
ら
犯
罪
と
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
箇
所
①
で
は
、
各
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種
の
危
う
い
言
葉
が
「
発
話
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
」「
現
在
す
る
害
」
を
負
わ
せ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
れ
ら
を
規
制
す
る
こ
と
は

「
言
葉
を
規
制
す
る
こ
と
と
全
く
異
な
る
問
題
で
あ
る
」
と
い
っ
て
の
け
て
い
る
。
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
「
言
葉

（w
ords

）」
と
「
発
話
（the very utterance

）」
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
言
論
／
行
為
二
分
論
に
連
な
り
得
る
発
想
が
垣
間
見
え

る
。

　
第
四
に
、「
行
為
」
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
理
論
家
・
裁
判
官
た
ち
の
中
に
ど
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
よ
う
に
「
有
害
性
」
を
表
現
規
制
の
実
質
的
根
拠
に
置
く
の

で
あ
れ
ば
、
修
正
一
条
の
保
護
す
る
言
論
と
い
え
ど
も
、
害
悪
を
伴
う
場
合
に
は
一
定
の
制
限
を
受
け
る
、
と
説
明
す
れ
ば
足
り
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
を
含
め
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
行
為
は
害
悪
を
引
き
起
こ
す
が
、
原
則
と
し
て
言
論
は
害
悪
を

引
き
起
こ
さ
な
い
と
で
も
い
う
よ
う
な
論
法
が
根
強
い
。
な
ぜ
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
は
、
排
除
類
型
に
該
当
す
る
表
現
行
為
を
言
論

0

0

で
あ
る

と
し
た
上
で
、
害
悪
を
生
み
出
す
の
で
修
正
一
条
に
よ
っ
て
「
保
護
さ
れ
な
い
言
論
」
と
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
説
明
を
し
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
は
、
言
論
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
反
応
の
う
ち
、
何
を
期
待
さ
れ
る
効
果
と
み
な
し
て
許
容
し
、
何
を
害
悪
と
し
て
そ

の
責
任
を
言
論
に
帰
責
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
。H

udnut

事
件
の
控
訴
審
判
決
が
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
害

悪
を
「
言
論
と
し
て
の
）
74
（
力
」
と
見
て
許
容
し
た
よ
う
に
、
言
論
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
反
応
の
う
ち
、
ど
こ
ま
で
を
法
的
に
許
容
す

る
か
は
実
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
引
用
箇
所
①
②
を
見
る
と
、
犯
罪
行
為
に
相
当
す
る
行
為
か
否
か
が
許

容
水
準
の
分
か
れ
目
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
次
の
こ
と
も
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー

の
前
記
引
用
箇
所
①
②
は
い
ず
れ
も
刑
法
上
の
犯
罪
と
し
て
言
論
を
処
罰
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
あ
る
害
悪
を
犯

罪
と
し
て
帰
責
す
る
に
は
（
あ
る
い
は
不
法
行
為
と
し
て
帰
責
す
る
場
合
も
含
む
か
も
し
れ
な
い
）、「
行
為
」
を
基
礎
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
ば
し
ば
、
言
論
も
行
為
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
言
論
と
行
為
の
区
別
な
ど
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
と
言
わ
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れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
問
題
は
害
悪
的
効
果
の
帰
責
対
象
と
な
る
行
為
と
そ
う
で
な
い
行
為
を
切
り
分
け
る
た
め
に
は
、
言
論
を

―
言

葉
そ
の
も
の
と
発
話
を
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
が
区
別
し
た
よ
う
に

―
帰
責
の
視
点
か
ら
「
行
為
」
と
し
て
析
出
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
あ
た
り
は
、
当
時
の
議
論
状
況
や
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
刑
法
の
伝
統
を
よ
り
深
く
検
討
し
な
い
と
明
確
な
こ
と
は
い
え
な

い
の
で
、
展
望
は
こ
こ
ま
で
に
と
ど
め
た
い
。

五
　
今
後
の
課
題

　
以
上
本
稿
で
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
規
制
条
例
の
合
憲
性
を
め
ぐ
るH

udnut

事
件
判
決
の
紹
介
を
通
じ
て
、「
言
論
」
と
「
行

為
」
の
区
分
の
問
題
設
定
や
そ
れ
が
提
起
す
る
理
論
的
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
中
葉
のH

udnut

事
件
第
一
審

判
決
と
控
訴
審
判
決
の
対
照
か
ら
、
一
九
四
二
年
のChaplinsky

事
件
連
邦
最
高
裁
判
決
を
経
て
、
四
一
年
の
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
所
説

へ
と
遡
行
す
る
過
程
で
い
く
つ
か
の
示
唆
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
特
に
四
㈡
で
行
っ
た
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
学
説
の
四
つ
の
暫
定
的

整
理
は
、
そ
の
ま
ま
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
の
作
業
と
し
て
は
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
の
所
説
を
よ
り

広
範
な
文
献
渉
猟
を
経
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
がChaplinsky

事
件
判
決
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か

を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
作
業
を
遂
行
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
時
間
的
遡
行
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
修
正
一
条
論
が
現
代

的
な
転
換
を
果
た
し
た
分
岐
点
と
し
て
一
九
一
九
年
が
挙
げ
ら
れ
）
75
（

る
。
こ
の
年
に
は
、Schenck v. U

nited States

事
件
連
邦
最
高
裁

判
）
76
（
決
やAbram

s v. U
nited States

事
件
連
邦
最
高
裁
判
）
77
（
決
な
ど
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
判
決
が
次
々
と
下
さ
れ
、
思
想
の
自
由
市
場
論
や
明

白
か
つ
現
在
の
危
険
の
法
理
と
い
っ
た
判
例
法
理
が
登
場
し
た
。
本
稿
と
の
関
係
で
こ
の
年
が
重
要
な
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
一
九
一
九

年
界
隈
こ
そ
、
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
が
活
躍
し
た
時
期
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
学
説
と
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判
例
の
展
開
を
、
言
論
・
行
為
・
有
害
性
を
キ
イ
ワ
ー
ド
に
再
検
証
す
る
こ
と
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
は
多
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

駒
村
圭
吾
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
九
一
九
年
は
表
現
の
自
由
に
と
っ
て
銘
記
さ
れ
て
よ
い
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
同
じ
く
ホ
ー
ム
ズ
裁
判
官
の
手
に
よ
っ
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
重
要

な
憲
法
法
理
が
生
み
出
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
『
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
の
法
理
（clear and present danger test

）』
で
あ
る
。
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス

ト
で
あ
る
ホ
ー
ム
ズ
裁
判
官
が
、
思
想
の
自
由
市
場
論
と
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
の
法
理
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
同
時
に
生
み
出
し
た
点
は
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
何
で
あ
る
か
を
一
言
で
表
現
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
要
諦
の
一
つ
は
、
思
考
（idea

）
を
行
動

（practice

）
の
一
環
と
し
て
理
解
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
表
現
』
は
、
こ
の
思
考
と
行
動
の
両
者
に
ま
た
が
る
営
み
で
あ
る
だ
け
に

な
お
さ
ら
な
の
で
あ
る
が
、『
思
考
＝
行
動
』
の
図
式
に
則
れ
ば
、
思
考
は
、
行
動
の
帰
結
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
行
動
の
も
た
ら
す
結

果
を
理
由
と
す
る
帰
結
主
義
的
な
規
制
は
、
表
現
行
為
、
さ
ら
に
理
論
的
に
は
思
考
そ
の
も
の
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
思
考
と
行
動
の
接
続
関

係
を
、
そ
し
て
、
表
現
の
帰
結
主
義
的
規
制
の
限
界
線
を
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ク
に
定
式
化
し
た
も
の
こ
そ
が
、
ホ
ー
ム
ズ
の
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
の

法
理
な
の
で
あ
）
78
（
る
。」

　
こ
こ
で
は
、「
表
現
」
が
思
考
と
行
動
の
双
方
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
結
合
さ
せ
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
思
考
方
法
が
、

一
九
一
九
年
に
生
み
出
さ
れ
た
諸
法
理
の
背
後
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
山
口
い
つ
子
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
当
時
、
扇
動
罪
に
お
い
て
言
論
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
違
法
な
行
為
と
そ
の
唱
道
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
言
論
は
、
行
為
と
異
な
り
、
原
則
と
し
て
害
悪
を
生
ま
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
言
論
の
自
由
が
他
の
利
益
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と
衝
突
す
る
場
合
の
調
整
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
考
え
方
を
指
標
と
し
て
、
本
来
的
に
害
悪
を
生
む
も
の
で
な
い
言
論
と
害
悪
を
生
む
行
為

と
を
、
両
極
に
捉
え
た
ス
ケ
ー
ル
の
上
で
検
討
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
言
論
が
行
為
に
近
づ
く
程
度
に
対
応
し
て
、
言
論
も
規
制
に
服
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
、
ど
の
程
度
行
為
に
近
づ
い
て
い
る
か
の
判
断
に
は
、『
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
』
の
基
準
が
適
用
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

言
論
が
『
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
』
を
も
た
ら
す
場
面
が
、
規
制
が
許
容
さ
れ
る
地
点
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
時
代
背
景
の
も
と
で
言
論
の
保
護
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、『
思
想
の
自
由
市
場
』
理
論
は
、
言
論
と
行
為
の
峻

別
、
そ
し
て
言
論
の
害
悪
の
過
小
評
価
と
い
う
態
度
と
不
可
分
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
）
79
（

る
。」

　
こ
こ
で
は
、「
言
論
と
行
為
の
区
別
」
が
、
一
九
一
九
に
生
み
出
さ
れ
た
諸
法
理
と
と
も
に
「
言
論
」
と
害
悪

0

0

を
切
り
離
し
、
言
論
を

保
護
す
る
た
め
の
理
論
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
両
教
授
の
所
説
が
果
た
し
て
妥
当
す
る
の
か
ど
う
か
も
含
め
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
修
正
一
条
論
を
再
度
検
証
し
、
そ
こ
か
ら
言
論
・
行

為
・
有
害
性
の
連
関
構
造
に
つ
い
て
示
唆
を
得
た
い
と
思
う
。

　
本
稿
の
考
察
で
ひ
と
つ
だ
け
明
確
に
指
摘
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
言
論
／
行
為
二
分
論
を
考
察

す
る
こ
と
は
、
言
論
と
行
為
の
臨
界
を
見
定
め
る
こ
と
で
あ
り
、
言
論
と
は
峻
別
さ
れ
る
行
為
の
類
型
と
本
質
を
議
論
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
結
局
、
こ
の
文
脈
で
「
行
為
」
を
論
ず
る
こ
と
は
、「
言
論
」
そ
の
も
の
を
論
ず
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
規
制
の
憲
法
論
に
つ
い
て
マ
ッ
キ
ノ
ン
が
寄
せ
た
言
説
を
再
度
引
用
す
れ
ば
、「『
そ
れ
は
言
論
で
あ
る
の
か
否
か
（
“Is it speech 

or isn

’t?

”）』」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
あ
）
80
（

る
。

（
1
）  Jo

h
n L. A

u
stin, H

o
w to D

o t
h

in
g

s w
ith w

o
rd

s 20, 40, 52, 148, 150 
（Jam

es O. U
rm

son &
 M

arina Sbisà eds., O
xford U

ni-
versity Press, 2nd ed. 1975

） （2009

）.

（
2
）  T

h
e O

xfo
rd E

n
g

lish D
ictio

n
ary v. 16 174 （John A. Sim

pson &
 E. S. C. W

einer eds., 2nd ed. 1989

）.
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（
3
）  

山
口
い
つ
子
「『
思
想
の
自
由
市
場
』
理
論
の
再
構
築

―
『
言
論
の
害
悪
』
及
び
『
言
論
と
行
為
の
区
分
』
を
分
析
視
座
と
し
て

―
」
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
四
三
号
（
一
九
九
三
）
一
四
九
頁
。

（
4
）  Abram

s v. U
nited States, 250 U.S. 616, 630

（1919

） （H
olm

es, J., dissenting

）.
（
5
）  L

ee C. B
o

llin
g

er, T
h

e T
o

leran
t S

o
ciety 59 （1986

）.
（
6
）  
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
は
（U.S. C

o
n

st. am
end. I

）「
連
邦
議
会
は
、
国
教
を
樹
立
し
、
又
は
宗
教
上
の
行
為
を
自
由
に
行
う
こ

と
を
禁
止
す
る
法
律
、
言
論
（speech

）
又
は
出
版
の
自
由
を
制
限
す
る
法
律
、
並
び
に
、
人
民
が
平
穏
に
集
会
す
る
権
利
、
及
び
苦
情
の
処

理
を
求
め
て
政
府
に
対
し
請
願
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
強
調
筆
者
）
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
規
定
の

文
言
か
ら
、
修
正
一
条
は
「
言
論
（speech

）」
を
絶
対
的
に
保
障
し
て
い
る
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
。

（
7
）  

二
〇
世
紀
初
頭
に
チ
ェ
イ
フ
ィ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
最
初
に
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
の
論
争
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
極
端
な
見

解
を
拒
絶
す
る
。
第
一
に
、
権
利
章
典
は
平
時
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
の
で
、
戦
時
下
に
お
い
て
、
言
論
の
自
由
は
無
視
し
て
も
よ
い
と
い
う

見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
公
式
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
対
極
に
あ
る
の
が
、
修
正
一
条
は
、『
言
論
又
は
出
版
の
自
由
を
制
限
す
る
』
連

邦
議
会
の
法
律
を
例
外
な
く
違
憲
に
す
る
、
と
い
う
多
く
の
扇
動
者
が
信
じ
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
す
べ
て
の
言
論
は
自
由
で
あ
り
、

た
だ
行
動
だ
け
が
規
制
さ
れ
、
処
罰
の
対
象
に
な
り
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（all speech is free, and only action can be  

restrained and punished

）。
こ
の
見
解
も
同
様
に
擁
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
権
利
章
典
の
規
定
は
完
全
に
文
字
通
り
に
（absolute lit-

eralness

）
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
例
外
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。」（Zechariah Chafee Jr., Freedom

 of 
Speech in W

ar Tim
e, 32 H

arv. L. R
ev. 932, 937 

（1918 -1919

）. 

強
調
筆
者
）
な
お
、
こ
の
文
章
は
一
九
四
一
年
の
著
作
に
も
そ
の
ま
ま

の
形
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
（Z

ech
ariah C

h
afee Jr., F

ree S
peech in th

e U
n

ited S
tates 8 

（1941

））。
こ
の
著
作
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。

（
8
）  

論
者
に
よ
っ
て
こ
の
理
論
の
呼
び
方
は
多
少
異
な
る
。
芦
部
信
喜
教
授
が
「
表
現
・
行
動
二
分
法
の
基
準
」（
芦
部
信
喜
「
表
現
の
自
由
」
清

宮
四
郎
ほ
か
編
『
憲
法
講
座
（
二
）』（
有
斐
閣
、
一
九
六
三
）
一
五
九
頁
〔
芦
部
信
喜
『
現
代
人
権
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
四
）
所
収
、
一
一

九
頁
〕）、
小
林
直
樹
教
授
が
「『
表
現
と
行
動
の
分
離

4

4

4

4

4

4

4

4

』（Expression-action distinction

）
の
理
論
」（
小
林
直
樹
『〔
新
版
〕
憲
法
講
義

（
上
）』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
）
三
九
九
頁
）、
阪
本
昌
成
教
授
が
「
行
動
／
表
現
モ
デ
ル
」（
阪
本
昌
成
「
第
一
章
　
精
神
活
動
の
自

由
」
佐
藤
幸
治
編
『
憲
法
Ⅱ
』（
成
文
堂
、
一
九
八
八
）
一
六
六
頁
）
と
各
々
呼
称
す
る
理
論
は
、
本
稿
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
言
論
／
行
為
二
分

論
」
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
9
）  

こ
の
よ
う
な
理
解
か
ら
、
言
論
／
行
為
二
分
論
を
批
判
的
に
検
討
す
る
近
年
の
わ
が
国
の
論
稿
と
し
て
、
梶
原
健
佑
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と

『
表
現
』
の
境
界
」
九
大
法
学
九
四
号
（
二
〇
〇
七
）
四
九
頁
以
下
、
奈
須
祐
治
「
言
論
の
自
由
保
障
に
お
け
る
『
言
論
（speech

）』
の
外 

延

―
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
の
合
憲
性
判
断
に
お
け
る
言
論
／
行
為
区
分
論
（speech/conduct distinction

）
の
限
界

―
」
九
州
法
学

会
会
報
二
〇
〇
六
年
号
（
二
〇
〇
七
）
五
頁
以
下
。

（
10
）  
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
は
「
言
論
」
と
「
行
為
」
の
区
分
に
基
づ
い
て
修
正
一
条
の
保
護
領
域
を
確
定
す
る
絶
対
テ
ス
ト
を
提
唱
す
る
（See Adder-

ley v. Florida, 385 U.S. 39, 48 （1966

）; 

榎
原
猛
「
象
徴
的
表
現
（
二
）」
阪
大
法
学
九
〇
号
（
一
九
七
四
）
一
〇
九
頁
）。
他
方
で
、
エ
マ
ス

ン
は
絶
対
テ
ス
ト
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
そ
の
長
所
を
取
り
入
れ
、「
表
現
（expression

）」
と
「
行
動
（action

）」
の
区
別
を
詳
細
に
定
式
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
修
正
一
条
の
保
護
領
域
を
確
定
す
る
表
現
―
行
動
識
別
テ
ス
ト
を
提
唱
す
る
（T

h
o

m
as I. E

m
erso

n, T
o

w
ard a G

en-
eral T

h
eo

ry o
f th

e F
irst A

m
en

d
m

en
t  60 -61 （1966

）;

Ｔ
・
Ｉ
・
エ
マ
ス
ン
ほ
か
『
現
代
ア
メ
リ
カ
憲
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

八
）
九
六
〜
九
七
頁;
榎
原
・
前
掲
一
一
〇
頁
）。

（
11
）  Jerem

y W
ald

ro
n, T

h
e H

arm in H
ate S

peech 38 （2012

）; John H
art Ely, Flag D

esecration: A
 Case Study in the Roles of Cate-

gorization and Balancing in First A
m
endm

ent A
nalysis, 88 H

arv. L. R
ev. 1482, 1495 -96 

（1974 -1975

）; Louis H
enkin, Fore-

word: O
n D

rawing Lines, 82 H
arv. L. R

ev. 63, 78 -80 （1968 -1969

）.

（
12
）  

言
論
／
行
為
二
分
論
を
提
唱
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
は
、
象
徴
的
言
論
に
対
す
る
規
制
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
たCox v. Louisiana

事
件
判

決
（379 U.S. 559 

（1965

））
で
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
る
。「
わ
た
く
し
は
、
州
の
街
路
及
び
ハ
イ

ウ
ェ
イ
に
お
け
る
す
べ
て
の
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
禁
じ
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
一
般
的
権
限
に
関
し
て
疑
問
を
も
た
な
い
。
路
上
に
立
つ
こ
と
、
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ
と
は
、
言
論
で
は
な
く
、
行
為
で
あ
る
の
で
（conduct, not speech

）、
行
為
と

し
て
（as conduct

）
そ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」（id. at 581.

）。

（
13
）  E.g., Eugene Volokh, Speech as Conduct: G

enerally A
pplicable Laws, Illegal Courses of Conduct, 

“Situation-A
ltering U

tter-
ances,

” and the U
ncharted Zones, 90 C

o
rn

ell L. R
ev. 1277 （2004 -2005

）.

（
14
）  Code of Indianapolis and M

arion County Indiana, Chapter 16 （1975

）（am
ended 1984

）. 

条
例
の
原
文
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
条
例
起
草
者
の
著
作
か
ら
条
例
を
引
用
す
る （A

n
d

rea D
w

o
rkin &

 C
ath

arin
e A. M

acK
in

n
o

n, P
o

rn
o

g
raph

y 
an

d C
iv

il R
ig

h
ts 106 -32 （1986

））。

（
15
）  Com

m
onw

ealth v. Sharpless, 2 Serg. &
 Raw

le 91 

（Pa. 1815

）. Sharpless
事
件
で
は
、
被
告
人
が
、
室
内
で
不
特
定
多
数
に
対
し
て
、
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「
み
だ
ら
で
、
不
道
徳
で
、
恥
ず
べ
き
、
い
ま
わ
し
い
、
わ
い
せ
つ
な
図
画
（a certain lew

d, w
icked, scandalous, infam

ous, and obscene 
painting

）」
を
有
料
で
見
せ
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。

（
16
）  Id. at 102.

（
17
）  
一
九
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
各
地
で
こ
の
条
例
の
成
立
が
試
み
ら
れ
た
が
、
実
際
に
成
立
し
た
の
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
の
条

例
だ
け
で
あ
っ
た 

（see, e.g.,  Paul Brest &
 Ann Vandenberg, Politics, Fem

inism
, and the Constitution: The A

nti-Pornography 
M

ovem
ent in M

inneapolis, 39 S
tan. L. R

ev. 607, 644, 653, 657 （1986 -1987

））。

（
18
）  Luis H

enkin, M
orals and the Constitution: The Sin of O

bscenity, 63 C
o

lu
m. L. R

ev. 391 

（1963

）. 

マ
ッ
キ
ノ
ン
は
同
論
文
を
引

用
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。「
あ
る
論
者
〔
ヘ
ン
キ
ン
〕
は
、『
わ
い
せ
つ
（obscenity

）
規
制
の
主
な
目
的
は
、
他
の
人
々
の
保
護
に
あ
る
の

で
は
な
い
。
そ
の
多
く
は
《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
》
の
純
潔
の
た
め
に
規
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
わ
い
せ
つ
（obscenity

）
は
、
根
底
に
お
い
て
、

法
律
上
の
犯
罪
（crim

e
）
で
は
な
い
。
わ
い
せ
つ
は
、
道
徳
上
の
罪
（sin

）
で
あ
る
』
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
る
レ
ベ
ル
で
見
れ
ば
極
め

て
正
確
で
あ
る
。」（C

ath
arin

e A. M
ack

in
n

o
n, N

ot a M
oral Issue in F

em
in

ism U
n

m
o

d
ified 150 （1987

）.

〔
　
〕
内
筆
者
）

（
19
）  E.g., R

o
n

ald D
w

o
rkin, F

reed
o

m

’s L
aw Chapter 9, 10 （1996

）.

（
20
）  Ind. Code Ch. 16 

§16 -1 （a
）（2
）（1975

）（am
ended 1984

）; D
w

o
rkin &

 M
acK

in
n

o
n, supra note 14, at 106.

（
21
）  O

xford English D
ictionary

に
お
い
て
、pornography

は
「
売
春
婦
や
そ
の
客
の
生
活
、
習
慣
等
の
描
写
。
つ
ま
り
、
文
学
、
芸
術
の
中

の
わ
い
せ
つ
や
不
貞
の
描
写
、
暗
示
。」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（T

h
e O

xfo
rd E

n
g

lish D
ictio

n
ary v. 12 136 （John A. Sim

pson &
 E. S. C.  

W
einer eds., 2nd ed. 1989

））。

（
22
）  Ind. Code Ch. 16 

§16 -3 （q

）（1975

）（am
ended 1984

）; D
w

o
rkin &

 M
acK

in
n

o
n, supra note 14, at 113 -14.

（
23
）  Am

erican Booksellers Ass

’n v. H
udnut, 771 F. 2d 323 （7th Cir. 1985

）.

（
24
）  

実
際
に
、
後
述
す
るH

udnut

事
件
第
一
審
判
決
（Am

erican Booksellers Ass

’n v. H
udnut, 598 F. Supp. 1316 （S.D. Ind. 1984

）） 

に

お
い
て
、
被
告
で
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
市
は
「
条
例
は
行
為
（conduct

）
を
規
制
す
る
の
で
あ
っ
て
、
言
論
（speech

）
を
規
制
す
る

も
の
で
は
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
（id. at 1330.

）。

（
25
）  C

ath
arin

e A. M
acK

in
n

o
n, The Sexual Politics of the First A

m
endm

ent, in F
em

in
ism U

n
m

o
d

ified, supra note 18, at 208.

（
26
）  Ibid.

（
27
）  Ibid.
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（
28
）  E.g., C

a
th

a
rin

e A
. M

a
ck

in
n

o
n, Francis Biddle

’s Sister: Pornography, Civil Rights, and Speech, in F
em

in
ism U

n
m

o
d

ified,  
supra note 18, at 193 -94.

（
29
）  

た
だ
し
、
マ
ッ
キ
ノ
ン
は
「
私
は
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
修
正
一
条
法
理
的
な
意
味
で
の
『
行
為
（conduct

）』
で
あ
る
と
は
主
張
し
て
い
な

い
」（id. at 300 n.155.

）
と
も
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
述
べ
な
が
ら
も
、
マ
ッ
キ
ノ
ン
が
言
論
に
対
立
す
る
概
念
と
し
て
「
行
為

（act
）」
を
想
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、「
言
論
」
と
「
行
為
」
を
区
分
す
る
と
い
う
問
題
設
定
自
体
は
支
持
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
30
）  
マ
ッ
キ
ノ
ン
の
理
論
及
び
条
例
を
言
論
／
行
為
二
分
論
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
論
考
と
し
て
、Thom

as I. Em
erson, Pornography 

and the First A
m
endm

ent: A
 Reply to Professor M

acKinnon, 3 Y
ale L. &

 P
o

l

’y R
ev. 130 （1984 -1985

）.

（
31
）  Am

erican Booksellers Ass

’n v. H
udnut, 598 F. Supp. 1316 

（S.D. Ind. 1984

）; Am
erican Booksellers Ass

’n v. H
udnut, 771 F. 

2d 323 （7th Cir. 1985

）; H
udnut v. Am

erican Booksellers Ass

’n, 475 U.S. 1001 （1986

）.

（
32
）  Am

erican Booksellers Ass

’n v. H
udnut, 598 F. Supp. 1316, 1330 （S.D. Ind. 1984

）.

（
33
）  Id. at 1331.

（
34
）  G

eo
ffrey R. S

to
n

e et al., C
o

n
stitu

tio
n

al L
aw 1134 -35 （7th ed. 2013

）.

（
35
）  E

rw
in C

h
em

erin
sky, C

o
n

stitu
tio

n
al L

aw 1304 -05 （4th ed. 2013

）; D
an

iel A. F
arber, T

h
e F

irst A
m

en
d

m
en

t 13 -14 （2nd ed. 
2003

）.

（
36
）  Chaplinsky v. N

ew
 H

am
pshire, 315 U.S. 568. （1942

）.

（
37
）  Id. at 571 -72.

（
38
）  

も
っ
と
も
、
害
悪
を
規
制
根
拠
と
捉
え
た
場
合
、
低
価
値
言
論
と
い
う
名
称
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
高
橋
和
之
教
授
は

「
低
価
値

0

0

0

言
論
と
い
う
場
合
、
む
し
ろ
表
現
内
容
が
も
た
ら
す
社
会
的
害
悪

0

0

に
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
わ
い
せ
つ
、
名
誉
毀
損
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
、
差
別
表
現
な
ど
は
、
伝
統
的
に
そ
の
内
容
自
体
が
保
護
す
べ
き
法
益
を
侵
害
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。」（
傍
点
筆
者
）
と

指
摘
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
そ
の
名
称
が
実
質
的
な
規
制
根
拠
を
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
（
高
橋
和
之
『
立
憲
主
義
と
日
本
国
憲
法
　
第
三

版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
）
二
一
〇
頁
）。

（
39
）  

阪
口
正
二
郎
「
表
現
の
自
由

―
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
定
義
づ
け
衡
量
の
関
係
を
中
心
に
」
法
学
教
室
三
五
七
号
（
二
〇
一
〇
）
二

九
頁
。

（
40
）  598 F. Supp. at 1331 n.1.
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（
41
）  

駒
村
圭
吾
「M

ode of Speech

―R.A.V. v. City of St. Paul

事
件
判
決
に
お
け
る
ス
カ
リ
ア
法
廷
意
見
の
可
能
性
」
小
谷
順
子
ほ
か
編

『
現
代
ア
メ
リ
カ
の
司
法
と
憲
法
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
三
）
二
三
頁
。

（
42
）  

特
に
、
言
論
／
行
為
二
分
論
は
何
を
以
て
問
題
と
な
る
言
論
を
「
言
論
」
に
分
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